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1は じ め に

当場では,総合助成による「 麦・たばこ作複合経営実用

化技術組立実証試験」において l haの コムギ栽培を2カ 年

(昭和50 51年 度播種 )実施 してきた。その結果,中型機

械体系による全面全層播栽培で省力多収の成果が得られた。

また,新規造成の傾斜畑における地カムラ・機械適応性等

問題点が明らかとなつたので報告する。

2試 験 方 法

供試圃場は,緩傾斜(3～ 10度 )の波状台地で,前歴は

原野の新規造成畑である。表層は軽 しょうな火山灰性壌土

もしくは埴壌土,次層は浮石を含み,風食が著しいため部

分的に浮石層の露出がみられ,全体的に地味の痩薄な土壌

である。又,初年目に銅欠乏症状が認められ,士壌分析の

結果,銅含有量は健全土壌の約 1/3程 度であつた。 以上の

圃場条件から,開畑当初に10α 当り土壌改良資材として,

炭カル 109″ ,熔即 46り ,過石 148り を施用 し, 2年 目

には硫酸銅 419/10α を散布した。

表 1は 2年目(昭和51年度播種 )に使用した機械の組合

せであるが,こ の外に初年目は石灰散布をライムツアー
,

耕起をボ トムプラウ,覆土を柴ハローで行つた。

表 1 使用した機繊の概要

6 試験結果及び考察

51年度播種で行った栽培体系を表 2に示 した。
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表2 栽培技術体系(昭和51年度播種, 10α 当り)
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所要労働時間は7'3時間であったが,一般には不用な硫

酸銅散布を除くと769時間となり,こ れは岩手県の慣行技

術 (769時間 )の りるの労働時間である。省力化された大

きな要因は,プ ロードキャスター使用による全面全層播栽

培法の導入と,稲作と共通利用の自脱コンパイン,テ ンパ

リング乾燥機.畜産農家装備のヘイベーラー・ヘイメーカ

表6 生育 収穫物調査

―の利用によるところが大きい。

作業別には,刈取 り脱穀,堆肥散布,追月巴が総労働時間

に占める割合が大きく,そ れぞれおよそ39%,13%, 7%
となり,こ の3作業で全体の5,%を 占めた。

時期別には,圃場準備から播種までの 9月 中・下旬と収

穫 調製の7月 下旬で全体の85%を 要 した。
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表3は 2カ 年の生育,収穫物調査の結果であり,初年目

はキタカミコムギ,ハ チマンコムギの平均が 10α 当り255

り, 2年 目465的 , 2カ 年平均では360ん ,で県の平均的収

量水準に対 し45%の 多収である。

この試験は新規造成の傾斜畑で行つたものであり,全体

的に地味が痩薄で地力にムラがあることの規制が大きく,

機械の作業精度の向上と生育ムラの解消等の対応が特に重

要であつた。以下に栽培上生じた問題点と対応策を述べる。

1 播種のムラは,①傾斜があり不整形な圃場でトラク′

―の走行が安定しない。② トラクターの車輪跡に種子が集

積する。③回場周縁部の播種量が少なくなる。などにより

生 じる。②は柴ハローによる覆上でとくに著しく,こ の点

ロータリー覆土ではかなり解消される。また,ロ ーラ鎮圧

後播種の体系も考えられる。③は手播きにより補正する。

2 オガ層牛糞,けい糞はマニュアスプレッダーによる散

布精度に問題がある。良質堆肥の使用が望ましいが,フ ラ

などと混ぜて切換すなどの対応も考えられる。

3 複雑な傾斜の圃場では機械の性能が十分発揮し難い。
プラウ,CIEロ ーラー, ロータリーなどでとくに問題とな

る。固場の整備,全輸駆動の トラクターが望ましい。
4 大規模栽培では生育及び成熟期のムラが生じやすく,

収量減はもとより,適期作業が難しv｀ ため品質の低下につ

ながる。ムラは図1の ように地力差と前述の施肥・播種の

不均―,滞水, 日かげなどで生ずる。地方差の適確な把握

に基づく手直し作業とともに,春のきめ細かな追肥による

調整が有効である。

S 生育が著しく不良な場合は,コ ンバイン収穫でのロス

が大きい。生育量と立毛数 (茎数 )の確保が重要である。

6 雪腐れが著 しい場合は雑草が多発する。全層播栽培

では生育中期におけるMCPな どの除草剤の使用も考えら

れる。

図1 圃場の生育ムラと原因

4  お  わ  り  に

中型機械体系によるコムギの全面全層播栽培で,10α 当

り所要時間 769時間,収量465り の成績を得た。文,新規

造成の傾斜畑における生育のムラ,機械の適応性等問題点

を明らかにし,一応の対応策をあげた。 しかし,残された

問題もあり,こ の体系もひとつの例であるので,他の作業

機をとり入れた体系との比較も含めなお検討を要する。


